
自民党参議員有志による「医療・介護・福祉の現場を守る緊急集会」に参加しました

2025年4月18日、森山会長が自民党本部で開催された「医療・介護・福祉の現場を守る緊急集

会」に参加しました。この集会は、在宅協が応援する石田昌宏議員を含む自民党内の参議院議員

有志の主導により、医療・介護体制の維持を目的とした緊急要望に308名の国会議員の署名を集

め、その決意表明の場として開催されました。

要望書は緊急集会終了後、首相官邸で石破総理に手交されました。
2025.4.23

▲会場には700名以上の団体関係者と自民党国会議員が集まり熱気に包まれました

▲（写真中央）在宅協が応援する石田昌宏先生

緊急要望（一部抜粋）

●介護報酬・診療報酬等について、

物価・賃金の上昇に応じて適切にスラ

イドする仕組みを導入すること。特に、

今年から来年に掛けては著しく逼迫し

た経営環境に鑑み、期中改定を視野に

入れること。

●社会保障予算の目安対応について、

「高齢化の伸びの範囲に抑制する」と

の取り扱いを改め、物価・賃金の上昇

を踏まえた仕組みへと見直すこと。

※当日の次第と要望書全文は次頁に掲載






